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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第75期

第３四半期連結
累計期間

第76期
第３四半期連結
累計期間

第75期

会計期間

自2018年
　４月１日
至2018年
　12月31日

自2019年
　４月１日
至2019年
　12月31日

自2018年
　４月１日
至2019年
　３月31日

売上高 （千円） 7,111,128 8,304,614 11,066,670

経常利益 （千円） 647,437 884,993 1,034,463

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 341,109 556,598 589,107

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 242,632 710,918 491,958

純資産額 （千円） 8,920,999 9,674,464 9,170,325

総資産額 （千円） 14,120,825 14,526,655 15,004,798

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 52.87 86.27 91.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 60.9 64.3 59.0

 

回次
第75期

第３四半期連結
会計期間

第76期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自2018年
　10月１日
至2018年
　12月31日

自2019年
　10月１日
至2019年
　12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 28.98 41.06

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容に重要な変更はあ

りません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や製造業を中心に弱さがみられるものの、企業収益の高

水準の下緩やかな回復基調を維持して参りました。しかしながら海外経済におきましては、米中貿易摩擦の長期化

に加え英国のＥＵ離脱問題、中東の地政学リスクなど、不確実性が高まっており景気の先行きは不透明な状況が続

いております。

このような状況下、当社グループでは医薬品業界・化粧品業界の動向に注視し効率化の提案営業に注力するとと

もに、国内外の展示会に積極的に参加し、新製品を紹介する等、受注獲得を強化して参りました。また、製造部門

におきましては技術センター、関東工場間の技術共有等、連携を強化し生産の拡大や効率化を図りオリジナル機の

コストダウンに努めて参りました。売上高につきましては概ね計画通りに推移し前年同期比1,193百万円増収とな

りました。損益面におきましては、上記増収効果により売上総利益が263百万円増加し、営業利益以下の各段階利

益も増益となりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は8,304百万円（前年同期比16.8％増）、売上総利益は2,251

百万円（同13.3％増）、営業利益は854百万円（同38.3％増）、経常利益は884百万円（同36.7％増）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は556百万円（同63.2％増）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。
 
①産業用機械事業

当社グループの主力事業である産業用機械事業は、売上高全体では7,961百万円（前年同期比19.1％増）であり

ました。この内、医薬品業界が5,051百万円（同27.5％増）、化粧品業界が1,826百万円（同4.7％減）、食品業界

が692百万円（同192.9％増）、その他業界が390百万円（同31.4％減）となりました。

 

②工業用ダイヤモンド事業

工業用ダイヤモンド事業は、事業売上高として343百万円（前年同期比19.8％減）となりました。主なユーザー

は自動車業界、半導体業界であります。

なお「第76期 第１四半期報告書」より各事業の内訳の表示方法を製商品分類から業界別に変更しております。

 

当社グループの財政状態の分析につきましては、次のとおりであります。
 
（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比478百万円減少し、14,526百万円となりました。

これは主として仕掛品が616百万円増加する一方で、受取手形及び売掛金が797百万円、前渡金が354百万円それぞ

れ減少したことによるものです。

 

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末比982百万円減少し、4,852百万円となりました。これ

は主として電子記録債務が121百万円、繰延税金負債が103百万円それぞれ増加する一方で、支払手形及び買掛金が

571百万円、未払法人税等が280百万円、前受金が125百万円それぞれ減少したことによるものです。

 

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末比504百万円増加し、9,674百万円となりました。こ

れは主として配当金の支払いが193百万円ありましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益が556百万円あったこ

とで利益剰余金が363百万円、その他有価証券評価差額金が114百万円それぞれ増加したことによるものです。
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（２）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動費用の金額は337千円であります。

また、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年２月７日）

上場金融商品取引所名又は登録
認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 7,620,320 7,620,320
東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）
単元株式数100株

計 7,620,320 7,620,320 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年10月１日～

2019年12月31日
－ 7,620,320 － 669,700 － 695,975

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況につきましては、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができませんので、直前の基準日である2019年９月30日現在の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

   （2019年12月31日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,168,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,441,700 64,417 －

単元未満株式 普通株式 10,220 － －

発行済株式総数  7,620,320 － －

総株主の議決権  － 64,417 －

 

②【自己株式等】

    （2019年12月31日現在）

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ミューチュアル
大阪市北区西天満

１丁目２－５
1,168,400 － 1,168,400 15.3

計 － 1,168,400 － 1,168,400 15.3

（注）　当第３四半期会計期間末の自己株式数は、1,168,413株となっております。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,555,443 4,288,098

受取手形及び売掛金 ※ 3,963,000 ※ 3,165,595

電子記録債権 ※ 372,150 ※ 538,386

有価証券 25,134 4,296

商品及び製品 56,941 59,697

仕掛品 1,672,925 2,289,630

原材料 71,940 77,823

前渡金 770,200 415,903

その他 330,970 329,149

貸倒引当金 △2,407 △3,885

流動資産合計 11,816,300 11,164,696

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 512,072 490,729

土地 571,012 571,012

その他（純額） 121,838 99,393

有形固定資産合計 1,204,924 1,161,135

無形固定資産   

その他 27,747 23,639

無形固定資産合計 27,747 23,639

投資その他の資産   

投資有価証券 1,398,209 1,605,508

繰延税金資産 50,274 45,477

長期預金 1,500 －

その他 506,018 526,375

貸倒引当金 △176 △176

投資その他の資産合計 1,955,825 2,177,184

固定資産合計 3,188,497 3,361,959

資産合計 15,004,798 14,526,655
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,671,427 2,100,264

電子記録債務 755,403 876,455

未払法人税等 356,411 75,531

前受金 1,388,697 1,263,361

賞与引当金 93,225 53,881

その他 393,956 200,776

流動負債合計 5,659,121 4,570,270

固定負債   

役員退職慰労引当金 76,940 80,117

退職給付に係る負債 16,877 14,586

繰延税金負債 51,103 154,936

その他 30,429 32,281

固定負債合計 175,350 281,920

負債合計 5,834,472 4,852,191

純資産の部   

株主資本   

資本金 669,700 669,700

資本剰余金 725,702 725,702

利益剰余金 7,767,205 8,130,246

自己株式 △769,556 △769,556

株主資本合計 8,393,051 8,756,092

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 468,537 582,601

繰延ヘッジ損益 △10,712 497

為替換算調整勘定 4,064 3,880

その他の包括利益累計額合計 461,889 586,979

非支配株主持分 315,384 331,392

純資産合計 9,170,325 9,674,464

負債純資産合計 15,004,798 14,526,655
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

売上高 7,111,128 8,304,614

売上原価 5,123,387 6,053,386

売上総利益 1,987,740 2,251,227

販売費及び一般管理費 1,369,871 1,396,981

営業利益 617,868 854,246

営業外収益   

受取利息 8,435 7,069

受取配当金 23,952 25,509

助成金収入 9,459 767

その他 9,532 8,722

営業外収益合計 51,379 42,069

営業外費用   

支払利息 777 96

為替差損 15,751 11,152

投資有価証券評価損 2,070 －

その他 3,210 73

営業外費用合計 21,810 11,322

経常利益 647,437 884,993

特別利益   

固定資産売却益 26,580 －

受取保険金 18,788 －

特別利益合計 45,369 －

特別損失   

災害による損失 14,940 －

特別損失合計 14,940 －

税金等調整前四半期純利益 677,867 884,993

法人税、住民税及び事業税 222,592 246,001

法人税等調整額 26,234 53,163

法人税等合計 248,826 299,164

四半期純利益 429,040 585,828

非支配株主に帰属する四半期純利益 87,930 29,230

親会社株主に帰属する四半期純利益 341,109 556,598
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

四半期純利益 429,040 585,828

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △184,222 114,063

繰延ヘッジ損益 △4,824 11,209

為替換算調整勘定 2,639 △183

その他の包括利益合計 △186,407 125,089

四半期包括利益 242,632 710,918

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 154,701 681,687

非支配株主に係る四半期包括利益 87,930 29,230
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。
 

 
前連結会計年度
（2019年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2019年12月31日）

受取手形

電子記録債権

53,219千円

29,386

496,703千円

45,361

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

減価償却費 67,022千円 64,333千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月26日

定時株主総会
普通株式 161,298 25.0 2018年３月31日 2018年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月26日

定時株主総会
普通株式 193,557 30.0 2019年３月31日 2019年６月27日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 産業用機械事業
工業用ダイヤ
モンド事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 6,682,963 428,164 7,111,128 － 7,111,128

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 6,682,963 428,164 7,111,128 － 7,111,128

セグメント利益 969,998 58,265 1,028,263 △410,394 617,868

（注）１．セグメント利益の調整額△410,394千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 産業用機械事業
工業用ダイヤ
モンド事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 7,961,176 343,438 8,304,614 － 8,304,614

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 7,961,176 343,438 8,304,614 － 8,304,614

セグメント利益 1,231,917 35,718 1,267,636 △413,390 854,246

（注）１．セグメント利益の調整額△413,390千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

１株当たり四半期純利益 52円87銭 86円27銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 341,109 556,598

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
341,109 556,598

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,451 6,451

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年２月５日

株式会社ミューチュアル

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千﨑　育利　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 生越　栄美子　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミュー

チュアルの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミューチュアル及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注） １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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